
『
島
根
県
内
農
具
図
解
』
解
説
本
文
篇
(
二
)

前
稿
(
本
誌
、
前
号
)
に
続
ミ
「
解
説
本
文
L
 
の
翻
字
を
行
う
。

翻
字
凡
例
は
右
に
同
様
で
あ
る
。

標
題

え
ん
ぽ
く
て
つ
米
へ
い
へ
ん

円
木
ノ
頭
部
二
鐵
ノ
平
偏
ナ
ル
モ
ノ
ヲ

か
ん
に
ゆ
う

米
せ
つ
か
い

米
く
つ

巖
入
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
白
疋
ハ
石
碗
等
ヲ
堀

も
ち

き起
ス
ル
ニ
用
フ
。

解
説
本
文

一
九
九
五
年
三
月

て
つ鐵

ヲ
首
ト
ナ
シ
、
橘
木
ヲ
以
テ
柄
ト
ナ

も
や
ら

ス
。
首
長
一
尺
五
寸
、
柄
長
二
尺
。
無
鼠
、

こ
ん
し
ゆ
う
が

つ
ち
ね
ず
み

あ
る
い

或
ハ
、
土
鼠
等
植
物
ノ
根
株
ヲ
穿
ツ
モ

ぐ

も
ち

ノ
ヲ
突
キ
殺
ス
ニ
用
ヰ
ル
具
ナ
リ
。

か
な
ぽ
う

金
樹
,
サ

イ
は
た
の
米
ご
ぽ
う
米
し
よ
よ

堀
串
へ
畑
野
ノ
乍
房
・
薯
霽
痘
等
ヲ
堀

ル
ニ
用
フ
ル
者
ナ
リ
。

米
で
ん
は
ん

ま

口

穴
突
ハ
、
図
ノ
如
ク
木
ヲ
曲
ケ
、
田
畔
二

あ
ず
き

N
 
い
゛

楽
う
つ

う

大
豆
・
小
豆
ヲ
植
ユ
ル
ト
キ
、
士
ヲ
撲
テ

う
力
つ

穴
ヲ
鑾
二
用
ユ
。

ぬ

は
九
く
さ

堀
串
ハ
、
竹
ニ
テ
造
リ
、
畑
草
ヲ
抜
ク
ニ

用
ユ
ル
ナ
リ
。

も
く
へ
い

米
し
よ
ぽ
く

備
考

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

丁

鐵
ヲ
以
テ
長
三
尺
五
寸
二
製
シ
、
石
ヲ
堀

さ
い
す

も
ち

採
ル
ニ
用
ユ
ル
。

イ
米
は
ん
か
け

半
'
写
サ

か
な
つ
き

会
突
,
サ

イ

え

鐵
ヲ
以
テ
円
錐
二
製
シ
、
木
柄
ヲ
巖
入
ス
。

米
れ
き
ち
お
よ
ぴ
け
ん
こ
う
う
が
く
い
た
つ

礫
、
地
及
堅
母
ノ
地
ヲ
製
乏
樹
樹
ル

こ
う
か
ん

か
つ

二
用
ヒ
、
且
、
桓
粁
二
代
用
ス
。

一
七

も
つ

三
保
忠
夫

げ

と
が
り

イ
楽
'
や
し

尖
タ
ル
鐵
条
二
長
キ
木
柄
ヲ
附
シ
、
二
個

も
つ
ぱ

楽
て
つ
か
ん

か
ん

く
つ
さ
い

ノ
鐵
鐶
ヲ
饌
ス
。
専
ラ
石
ヲ
堀
採
ス
ル
ニ

用
ユ
ル
具
ナ
リ
。

堀
串

口
あ
な
つ
き

穴
突

ノ

堀
串

え
ん
す
い

口
く
い
ぬ
き

杭
、
拠
.
サ
一

楽
て
つ
じ
よ
う

糠
,
披
"
〒
9

く
つ
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『
島
根
県
内
農
具
図
解
』
解
説
本
文
篇
(
一
マ

口
米
れ
ん
か
ん

鐵
ヲ
以
テ
大
小
ノ
連
蹄
ヲ
作
リ
、
土
中
二

(
を
)

く
い
力
し
ら

た樹
テ
タ
ル
杭
頭
二
小
環
巖
入
シ
テ
、
大
環

ひ
き
ぬ

て
こ

二
粁
ヲ
通
シ
、
杭
ヲ
引
抜
ク
ニ
用
フ
。

う
ま
つ
な
ぎ

馬
繋
五
分
ノ
一

カ
ン
ド

イ

米
と
ぴ
お
の

う
え
力
ま

樹
鏘
"
サ
一

う
ち
こ

鐵
ニ
テ
図
ノ
如
ク
製
シ
、

土
中
二
打
込
ミ
、

つ
な

牛
馬
ヲ
繋
ク
ニ
用
ユ
。

三
保
忠
夫

ぎ
ゆ
う
ば

鳶
斧
十
分
ノ

か

じ
人
じ
よ
5

尋
常
ノ
鎌
二
異
ナ
ラ
ス
。
只
柄
ナ
ク
、

米
も
ち
て

な
た
ね

ま
と

縄
ヲ
纒
ヒ
、
持
手
ト
ス
。
専
ラ
、
菜
種
ヲ

う栽
ユ
ル
ニ
用
フ
。

あ
つ
さ

米
け
い
れ
ん

鐸
鎌

こ
と

イ

鉄
ヲ
以
テ
造
リ
、
柄
ハ
橘
ヲ
用
フ
。
多
ク

さ
い
し
ゆ

救
類
ヲ
栽
種
ス
ル
ニ
使
用
ス
。

米
し
ゆ
く
る
い

た
雌

え

鳶
斧
ハ
、
図
ノ
如
キ
(
ク
)
製
シ
、
木
柄
ヲ
髄

し
ゆ
つ
伐
,
米
?
こ

出
シ
、
竹
木
等
ヲ
代
(
伐
)
採
ス
ル
ニ
用
ヒ

斧
七
分
ノ

鐵
製

こ
う鉤

シ
、

モ
の
よ
う

其
用
、

ア
リ
0

か
し

晋

な
た
が
ま

鉈
鏘
"
分
ι

う
す
力
ま

薄
鎌

小
鍵
'
'

あ
つ
が
ま

厚
鏘
.

邑
美

法
美

岩
井

モ
の
か
た
ち
か
ま

其
形
鎌
二
似
テ
末
端
微
シ
ク
屈

は
い
ぷ

い
つ
ぺ
ん

背
部
ノ
一
辺
二
木
柄
ヲ
饌
入
ス
。

お
よ
ぴ

か

こ
の
な

ま鐸
、
及
、
鎌
二
代
フ
。
故
二
此
名

鹿
足

五
分
ノ
一

斧
鎌

蔓
楮
鎌

斧
ハ
木
ヲ
伐
ル
具
ニ
シ
テ
、
専
ラ
杣
人
ノ

用
ユ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
、
亦
、
震
(
塁
業
上

ニ
モ
、
之
ヲ
用
フ
。

ぱ
つ
、
き
い

木
代
(
伐
)
.
斧
、
共
二
竹
木
ヲ
代
筏
)
操
ス
ル

モ
の
た

器
ニ
シ
テ
、
其
他
所
用
多
シ
。

お
の
が
ま

筆
ゞ
サ

に

米
さ
ん
ち
よ
れ
ん

薄
鎌
へ
麥
・
稲
・
草
等
ヲ
苅
リ
、
厚
鎌

.

な
た
ぱ
こ

鉈
鎌
ハ
、
竹
木
ヲ
稲
靈
)
キ
、
小
鎌
ハ
、
煙
.
草

き

力
り
と

ヲ
刈
採
ル
器
ナ
リ
。
共
二
、
所
用
多
シ
。

纂
邑
口

法
1

す
こ

き

斧
鎌
ハ
、
鋼
銕
ヲ
以
テ
、
厚
三
歩
、
巾
一

寸
七
歩
二
製
シ
、
木
柄
ヲ
巖
入
シ
、
竹
木

ヲ
伐
採
ス
ル
ニ
用
ユ
。

基
楮
鎌
ハ
、
鋼
銕
ヲ
以
テ
、
厚
二
歩
五
厚

(
厘
)
、

巾
一
寸
三
歩
二
製
シ
、
木
柄
ヲ
巖
入

米
か
い
て
い

シ
、
苅
薙
ス
ル
ニ
用
ユ
。

イ
こ
う
て
つ
く
ず

鋼
鐵
ニ
テ
製
シ
、
柄
ニ
ハ
萇
又
、
縄
ヲ

モ
の
米
け
ん
き
よ
く
米
は
い
よ
う

巻
キ
付
ケ
、
其
尾
ヲ
巻
曲
シ
、
侃
腰
二

便
ニ
ス
。
柴
・
薪
伐
木
ノ
用
器
ナ
リ
。

も
ち

口

鋼
鐵
ニ
テ
製
シ
、
柄
ハ
樫
木
ヲ
以
ヒ
、
伐

米
か
つ
ぽ
う

ゆ
う
よ
う

木
・
割
剖
等
ニ
ハ
、
有
要
ノ
器
械
ナ
リ
。

鹿
足

米
く
つ

こ
う
て
つ

米
モ
ま
ぴ
と
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d
米
か
ま金鑛

ま

ロ
カ
ま

イ
米
た
ん
れ
ん
か
生

鍛
錬
鎌
二
異
ナ
ル
事
ナ
シ
。
稲
・
麥

ま
や
き
さ
い
ち

モ
の

も
ち
い
る
き

又
ハ
秣
ヲ
採
薙
ス
ル
ニ
用
器
ニ
シ
テ
、
其

米

使
用
ス
ル
モ
ノ
、
適
意
二
定
ム
。

て
つ
楽
こ
う

た
ん
や

口

鎌
ハ
鐵
二
鋼
ヲ
加
へ
、
鍛
冶
ス
。
小
柴

.

し
ん
ぽ
く

薪
木
ノ
伐
採
二
使
用
ス
ル
器
ナ
リ
。

農
夫
水
車
ヲ
踏た

の

ン
テ
、
水
ヲ
田

ほ
う

、

方
二
送
リ
入

ル
~
ノ
図

イ
か
ま
口
な
か
て
が
ま

銓
中
手
鎌

五
分
ノ
一

こ
と

と
く

米
か
ん
ぱ
つ

う
え

.

邇
摩

安
濃

イ
鐵
ヲ
首
ト
ナ
シ
、
栗
ヲ
柄
ト
ナ
ス
。
首
長

五
寸
五
分
、
幅
一
寸
五
分
、
柄
長
一
尺
四

寸
、
稲
・
麥
及
、
諸
草
ヲ
薙
ル
ニ
用
ヰ
、

ぞ
く
に
こ
れ
う
す
が
ま

其
刃
ノ
薄
キ
ヲ
以
テ
、
俗
之
ヲ
薄
鎌
卜
云

7
0

口

首
長
五
寸
、
幅
一
寸
三
分
、
柄
長
一
尺
四

φ

楽
も
ろ
こ
し
米
と
う
も
ろ
こ
し

米
な
た
ね

寸
、
罰
黍
・
玉
罰
黍
・
菜
種
等
ヲ
刈
ル

二
用
ヰ
ル
具
ナ
リ
。

い
ね
む
ぎ

栗
ノ
三
種
ヲ
用
ヒ
、
図
ノ

た
な
か

高
地
ノ
田
中
へ
水
ヲ
濯
ク

一
九
九
五
年
三
月

楽
く
り

一
九

楽
み
ず
ふ
み
ゃ
る
皇

＼

水
踏
車

楽
よ
う
す
い
し
や

麗
水
車

鎌
ノ
刃
ヲ
巻
包
二
用
ユ
。

出
雲

ま
き
つ
つ
む

圃

水
ヲ
是
二
入
レ
、
山
中
ニ
テ
鎌
ヲ
磨
ト
キ

二
用
ユ
ル
モ
ノ
也
。

車
輪
ノ
中
間
二
小
匝
ヲ
装
置
シ
、
車
ノ
上
、

じ
よ
う
へ
ん
米
か
け
い
も
う

、

上
偏
二
筧
ヲ
設
ケ
、
小
匝
ヨ
リ
出
ス
ル
水

こ
う
ち

モ

ヲ
入
ル
。
是
ハ
水
カ
ヲ
借
リ
、
水
ヲ
高
地

ひ
つ
よ
う

モ
モ

へ
濯
ク
ニ
必
用
ノ
具
ナ
リ
。

楽
み
ず
ま
す
や
る
ま

水
升
車
一
干

五
分
ノ
一

米
み
ず
あ
げ
●
み
ゃ
る
ま

水
揚
踏
車

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

わ
ら

水
踏
車
ハ
惣
体
木
製
ニ
シ
テ
、
早
勉
二

よ
う
す
い
と
ぽ

で
ん
ち

モ
モ

テ
用
水
乏
シ
キ
ト
キ
、
河
水
ヲ
田
地
へ
涯

ク
ニ
用
ユ
。

藁
ヲ
以
テ
図
ノ
如
ク
造
リ
、
砥
ヲ
入
ル

モ
ノ
ナ
リ
0

崇
こ
ぱ
こ

米
か
生
ま
き

鎌
凱
"
サ

濠
か
ん
す
い
せ
つ
米
た
の
も
か
ん
ち
ゆ
う

早
水
ノ
節
河
水
ヲ
田
面
へ
濯
注
ス
ル

米

島
力

や具
ニ
シ
テ
、
農
夫
一
人
踏
車
二
上
リ
、
左

右
ノ
竹
ヲ
握
リ
、
両
足
ヲ
以
テ
回
転
シ
、

水
ヲ
田
面
へ
濯
ク
ナ
リ
。

米
モ
う
た
い

用
材
杉
・
松

如
ク
製
作
シ
、

具
ナ
リ
。
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『
島
根
県
内
農
具
図
解
』
解
説
本
文
篇
(
二
)

米
ミ
ツ
ハ
ネ

水
反
二
十

分
ノ
一

で
ん
ち

水
反
へ
早
舷
ノ
時
、
河
水
ヲ
田
地
二
濯

ク
ニ
用
ユ
。

早
水
ノ
時
、
河
水
ヲ
田
中
へ
濯
注
ス
ル
器

ナ
リ
0

三
保
忠
夫

杉
二
一
ブ
之
ヲ
為
ル
。
長
二
間
、
口
径
四
寸
、

米
た
な
N

谷
、
或
ハ
、
川
等
ヨ
リ
高
キ
棚
田
へ
水
ヲ

あ揚
ク
ル
ニ
用
ユ
。

米
か
り
い
ね

刈

つ
く

田

此
ノ
器
ハ
、
田
地
早
水
ノ
時
士
地
ノ
高

ば
し
よ

か
ん
す
い
が
た

よ

低
二
拠
リ
、
水
車
ニ
テ
濯
水
シ
難
キ
場
処

モ
の

二
用
ユ
。
其
長
短
ハ
、
場
所
ノ
高
低
二
依

し
ん
し
ゆ
く

テ
伸
縮
ス
。

き

濠
す
い
き
と
う

水
樹
靜
き
"

ノ
一

つ
く

ヒ
ノ

フ
。

オ
キ
カ

宗

ふ
し節

ヲ
貫
キ
タ
ル
竹
管
二
縄
ヲ
纒
ヒ
、

と
つ

楽

も
う

モ
く塞

ヲ
設
ケ
、
丁
ヲ
水
中
二
入
レ
、
甲
ノ
把

す
い
し
ん

て

と

手
ヲ
執
リ
、
之
ヲ
推
進
ス
ル
時
ハ
、
水
乙

米
ぜ
っ
す
い
か
い
と
う
ち
ゆ
う
の
ぽ

ノ
舌
ヲ
推
開
シ
テ
笛
中
二
昇
ル
。

ち
ゆ
う
た
い

活
塞
ヲ
抽
退
ス
ル
時
ハ
、
笛
中
ノ
水
ハ
丙

や

力
く

ノ
笛
ロ
ヨ
リ
流
出
ス
。
如
斯
シ
テ
止
マ
サ

れ
ん
れ
ん

や

水
連
々
流
出
止
マ
ス
。

、

(
図
中
、
笛
の
説
明
文
)

「
ス
ツ
ポ
ン
L

ヲ
以
テ
水
ヲ
田

出
雲

な
わ
お

苗
舟
ハ
、
水
田
挿
秧
ノ
節
稲
苗
ノ
運
搬

か
り
あ
げ

ス
ル
ニ
用
ヒ
、
或
ハ
、
秋
期
苅
上
ノ
ト
キ
、

か
り
い
ね

苅
稲
ヲ
積
ミ
運
フ
二
用
ユ
。

ぬ

(
隠
岐
)

管
長
ハ
士
地
ノ
高
底
二
応
ス
ヘ
シ
。

田
舟

楽
ふ
ん
甘

ち
く
く
わ
ん

ル
、
ノ
図

出
雲

モ
う
お
う

米

タ
カ

カ
ン
ド

米
こ
う
て
い

楽
た
い
せ
き

刈
稲
ヲ
堆
積
シ
、
泥
士
ノ
上
ヲ
運
搬
ス
ル

ノ
器
ナ
リ
。
長
サ
六
尺
横
三
尺
ヲ
通
例

ま
と

米
か
つ

田
舟
十
分
ノ
一

心
艇
,
t

二
0

ト
ス
0

木
ヲ
以
テ
長
方
形
二
作
リ
、
縄
緒
ヲ
付
ス
。

さ
ん
ぽ
う
い
た
力
こ
い

三
方
二
板
囲
ア
リ
。
一
方
開
キ
、
堤
土
ヲ

崇
は

べ
ん

モ
の

把
キ
出
ス
ニ
便
ス
。
其
用
、
堤
土
、
或
ハ
、

ひ

の

稲
等
ヲ
載
セ
、
田
中
ヲ
挽
キ
運
フ
二
用

カ
ン
ド

モ
モ
モ

面
二
注
キ
入

米

ど
う
じ
よ
う

全
上
。

松
ニ
テ
為
ル
。
長
二
間
、
幅
四
尺
、
糞
土

米
な
え
ぷ
ね

苗
舟

レ

ノ＼

103 102

厚饗
ツ

斗,

田た
船式

分
ノ

Ⅷ

復*
タ

抽耆
き
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田
舟
十
分
ノ
一

ヲ
運
搬
ス
ル
ニ
用
ヰ
ル
具
ナ
リ
。

い
た
ざ
い

板
材
ヲ
以
テ
之
ヲ
造
ル
。
其
用
稲
田
二
多

米

た
た

は
ん

ク
、
水
ヲ
湛
へ
、
士
ヲ
積
ミ
、
低
所
二
搬

米
わ
り
ゆ
う
濠
き
ん
へ
い

シ
テ
、
其
廊
隆
ヲ
均
平
ス
ル
ニ
用
フ
。

田
舟
十
五
分
ノ
一

も
つ

よ
こ
ぎ

こ
れ

臣

田
舟
二
十
分
ノ
一

つ
く

ブ

田
舟
ハ
稲
ヲ
積
ミ
、
田
面
ヲ
運
フ
二
用
ユ
。

材
ハ
松
二
、
ブ
作
ル
。

ざ
い

モ
の

い
な
鷺

も
ち
い
米
で
い

松
・
杉
類
ノ
材
ヲ
用
テ
作
リ
、
水
田
・
泥

ど
う

か
り
え

モ
く
と
う

悼
ノ
田
面
二
於
テ
、
刈
得
タ
ル
束
稲
ヲ
積

ミ
テ
運
搬
ス
ル
ノ
用
二
供
ス
。

米
た
う
弌
た
い
こ

田
植
太
皷
三
十

分
ノ
一

%
吐
血
邑

オ
キ

と
占
ぴ
ょ
う
う
ゆ

モ
占
ぴ
ょ
う
し
や

稲
苗
ヲ
植
ル
ト
キ
、

挿
苗
者
数
拾
人
ヲ

シ
テ
一
列
ニ
ナ
シ
、
太
皷
ヲ
打
チ
、
挿
苗

と
と
の

ノ
調
子
ヲ
整
へ
ル
ニ
用
ユ
。

カ
カ
し

案
山
子

一
三

も
う
く

イ

み
の
が
さ
か
上
ひ
と
が
た
も
ぎ

竹
二
簑
豐
ヲ
棚
ラ
セ
、
人
形
二
模
擬
セ
ル

た
ん
ぽ

こ
れ

モ
ノ
ニ
シ
テ
、
之
ヲ
田
圃
二
建
テ
、
別
二

じ
ゆ
占
お
う
米
な
る
こ
ゆ

縄
ヲ
純
榔
二
引
キ
、
鳴
(
鳴
子
ヲ
結
ヒ
、

米
き
ん
じ
ゆ
う
楽
ぽ
う
ぎ
よ

禽
獣
ノ
田
圃
ヲ
害
ス
ル
ヲ
防
禦
ス
ル
モ

ノ
ナ
リ
0

稲
ヲ
掛
ケ
、
日
光
二
乾
燥
ス
ル
為
二
用
ユ
。

モ
ノ
ニ
シ
テ
、
稲
之
多
少
二
依
リ
、
杭

木
、
及
ヒ
、
架
子
ノ
増
減
ア
リ
。
最
モ
、

高
わ
だ
い
し
よ
う
ず
楽
モ
ぱ
ほ

栗
靈
)
・
太
小
豆
・
蕎
麥
ヲ
乾
ス
モ
異
ナ
ル

コ
ト
ナ
シ
0

ノ
團

ぽ
く
お
よ

米
と
う
か

秤
架
、

函
架

久
米

河
村

楽
璽
消
)

「
鹿
足
L

郡

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

の

刈
稲
ヲ
載
セ
置
キ
、
之
ヲ
束
ス
ル
モ
ノ
ナ

同

く
い
楽
こ
う
た
け
ざ
お
楽
肴
く
じ
よ
う

杭
ハ
木
ニ
シ
テ
笂
ハ
竹
竿
ナ
リ
。
屋
杖
ノ

米
け
つ
こ
う

ゆ

モ
の

如
ク
ニ
結
構
シ
、
其
一
面
二
笂
ヲ
結
ヒ
、

汪

さ
力
さ
ま

力

麦
・
稲
ノ
穂
ヲ
倒
二
懸
ケ
乾
ス
具
ナ
リ
。

い
ね
ぽ
し

稲
架
ハ
苅
稲
ノ
乾
燥
ス
ル
為
メ
ニ
用
フ
ル

稲
干

の

米

米
こ
う

呼
1

d
の
一
」
と
く

如
図
、
杭
ヲ
樹
テ
、
之
二
横
木
ヲ
結
ヒ
、

ふ
う
か
ん

か
け
お

力
り
と
り

刈
取
タ
ル
稲
束
ヲ
掛
置
キ
、
風
乾
ス
ル
ノ

具
ナ
リ
。

シ

お

ア

稲
干
木

た

こ
れ

一
九
九
五
年
三
月

た

も
ち

イ

モ
く

ヒ
ノ

稲
ヲ
干
ス
タ
メ
ニ
設
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
杭

ハ
杉
ヲ
用
ヰ
、
横
ニ
ハ
竹
ヲ
結
ヒ
タ
ル
モ

ノ
ナ
リ
0

稲
干
亦
稲
垣
卜
云

カ
ン
ド
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『
島
根
県
内
農
具
図
解
』
解
説
本
文
篇
(
一
マ

く
ら
力
け

鞍
懸

は
し
ご

梯
子
三
十
分
三

鞍
懸
ハ
稲
束
ヲ
堆
積
ジ
、
或
ハ
、
杭
木
ヲ

打
込
厶
等
二
使
用
ス
ル
具
ナ
リ
。

あ
し
つ
ぎ

足
継
十
五
分
ノ

高
キ
ニ
登
ル
ニ
用
フ
。

三
保
忠
夫

す
き
ゃ
ら

乳
鞍
,
9
-

足
継
ハ
一
局
所
へ
物
品
ヲ
上
ケ
ル
ト
キ
要
用

ノ
具
ナ
リ
。

う
し
に
ゃ
ら

半
荷
雙
t

八
東

す
き
楽
ま
ぐ
わ

隼
・
馬
氾
等
ヲ
使
用
ス
ル
時
牛
二
負
シ

ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

あ

シ

荷
鞍
ハ
田
畑
へ
肥
料
ヲ
運
ヒ
、
又
へ
諸

ふ
ぞ
く
や

荷
物
ヲ
運
搬
ス
ル
ニ
用
フ
。
附
属
具
ハ
牛

ノ
大
小
二
依
テ
伸
縮
ス
。

米
た
や
ら
、

田
鞍
六
分
ノ
一

アイヒ
ノ

う
ま
に
ゃ
ら

田
鞍
ハ
牽
ヲ
牛
二
繋
キ
、
田
地
ヲ
耕
霜
ス

ル
ト
キ
用
フ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
荷
物
運
送
ノ

米

節
兼
用
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。

イ
お
い
づ
な

馬
荷
鞍

お
わ

綱
ハ
※
ろ
う

こ

子
鞭

那

牛
ヲ
以
テ
田
ヲ
耕
耘
ス
ル
時
梨
ヲ
率
力

シ
ム
ル
ニ
用
ユ
。

藁
ニ
テ
編
ミ
、
荷
鞍
ノ
上
二
敷
ク
モ
ノ
也
。

す
き

知
頭

八
上

気
多

汗
入

ヒ
ノ

つ
な

こ
く
さ
い
し
ん
た
人
楽
ふ
ん
ぴ

恕
(
殻
菜
、
薪
炭
、
材
木
、
糞
朋
等
ヲ
馬
二

お
わ負

セ
、
運
搬
ス
ル
ニ
用
ユ
。

イ

こ
う
う
ん

追
綱
ハ
藁
ヲ
以
テ
索
ヒ
立
ツ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

い
つ
て
い

よ
ひ
ろ

米
み
ひ
ろ
な
い
し

長
サ
三
尋
、
乃
至
四
尋
等
、
一
定
セ
ズ
。

う
し
お
い
な
わ

楽

牛
追
縄
二
使
用
シ
、
耕
ス
時
ハ
、
必
ス
壱

も

丈
四
尺
ノ
縄
ヲ
以
テ
ス
レ
ト
モ
、
平
日
、

楽
ふ
た
ん

山
野
ヨ
リ
草
木
ヲ
負
擔
セ
シ
ム
ル
時
へ

ま
た

四
尋
乃
至
四
尋
半
ナ
レ
ト
モ
、
亦
、

楽
ご
う
じ
ゆ
う

牛
ノ
剛
柔
ニ
ヨ
リ
伸
縮
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

つ
な

口

頸
子
、
藁
ニ
テ
製
シ
、
牛
ノ
頸
二
繋
ク
。

ま
わ

長
サ
四
尺
、
太
サ
中
央
五
寸
廻
リ
、
乃
至

＼
、

壱
尺
廻
リ
、
両
端
二
至
り
テ
ハ
、
細
小
ナ

ノ

ル
事
壱
寸
廻
り
ナ
ル
モ
ア
リ
テ
、
確
定
ノ

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。

米

鞭
俗
ニ
オ
モ
ガ
イ
ト
云
フ
。
藁
ニ
テ
作

米
ぎ
ゆ
う
け
人

ル
。
牛
条
即
チ
、
ハ
ナ
ギ
ハ
杉
材
、
方

言
チ
チ
ャ
ノ
木
ノ
曲
ケ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
付
シ
、

楽
れ
ん
ぞ
く

鞭
二
連
属
ス
。
鞭
ノ
長
四
尺
五
寸
、
太
サ

て
き
ぎ

ほ
う

適
宜
。
泰
、
方
一
寸
二
分
、
長
四
寸
八
分
。

米
は
な
と
お

た
て

鼻
通
シ
、
竪
三
寸
、
横
四
寸
ト
ス
。

く
ら
こ
も

鞍
薦
十
分
ノ
一

那

わ
ら

に
ゃ
ら

わ
ら

こ
う
は

も
楽
な
わ
な
た

ニ
ニ

業
ひ
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ハ
楽
は
ら
お
が

腹
帯

米
あ
と
ら
d
つ

油
筒
五
分
ノ
一

牛
ノ
鞍
二
附
着
シ
テ
用
フ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

油
筒
ハ
、
藁
ヲ
中
心
ト
シ
、
勢
竹
ヲ
以
テ

ま

之
ヲ
包
ミ
、
縄
ニ
テ
捲
キ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ

た
が

米
で
ん
や

テ
、
牛
ヲ
シ
テ
田
埜
ヲ
耕
ヤ
サ
シ
ム
ル
ト

つ
く

キ
、
鞍
ノ
左
側
二
付
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

お
し
ぎ
り

押
堀
"
サ
一

八
橋

も
く
雌
い
づ
の
ご
と
く
て
つ
じ
ん

つ
り
お
け

釣
桶
六
分
三

木
台
二
如
図
鉄
刃
ヲ
装
置
シ
、
鉄
製
ノ
厘

か
ん
に
ゆ
う

し子
ヲ
付
シ
、
木
柄
ヲ
巖
入
シ
、
藁
其

莱

他
汚
稿
類
ヲ
切
断
ス
ル
ニ
用
フ
。

押
切
七
分
ノ
一

知
頭

八
上

イ

楽
へ
き
ち
く

二
用
ユ
。
其
他
所
用
多

ヒ
ノ

一
九
九
五
年
三
月

米
せ
モ
す
モ

押
切
十
分
ノ
一

押
切
ハ
、
牛
馬
食
料
ノ
豆
葉
・
藁
等
ヲ
刻

ミ
、
又
ハ
、
肥
料
ヲ
切
断
ス
ル
ニ
用
ユ
。

シ

モ
う
ち

ア

米
穀
ヲ
容
ル

シ
。

イ

壱
尺
口
又
土
(
径
凡
一
尺
三
寸
。
上
部
ノ
左

か
゛
ら

'
じ

う
力

右
二
小
孔
ヲ
穿
チ
、
簾
或
ハ
、
葛
蔓
ヲ

お

貫
キ
、
緒
ト
ナ
ス
。
乙
図
、
高
サ
凡
ソ
一

し
力
う

尺
二
寸
、
口
又
土
(
径
凡
二
尺
二
寸
、
蒔
シ
テく

さ

モ
こ
い
九

底
板
ノ
厚
サ
壱
寸
ト
ス
。
其
弔
乙
ハ
草

の
ち

ぬ
か

し
か

わ

ネ葉
二
糠
ヲ
和
シ
、
然
ル
后
、
甲
二
移
シ
、

以
テ
牛
馬
二
与
フ
。

の

台
ヲ
樫
ニ
テ
作
リ
、
押
手
ハ
松
又
ハ
、

米
ま
ぐ
さ

杉
材
、
匁
ハ
鋼
鐵
製
ナ
リ
。
秣
ヲ
切
断
ス

ル
ニ
用
ユ
。

纂
あ
つ

か
し

ま
め
の
は

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

仁

わ
ら

二
三 出

雲

飼
桶
ハ
、
共
二
杉
ノ
七
分
板
ヲ
以
テ
造
リ
、

楽
た
け
た
が

お
よ
モ

か

か
ん

且
ツ
、
竹
筵
ヲ
巖
ス
。
甲
図
ハ
、
高
サ
凡

飼
桶
十
分
ノ
一

お
し
で

楽
わ
た
の
み
ず
く
み
た
ご

綿
水
汲
擔
桶

十
分
ノ
一

杉
二
、
ブ
作
ル
。
高
一
尺
二
寸
、
口
径
一
尺

た
な
だ

や
ま
あ
い

一
寸
。
早
舷
ノ
際
、
山
間
ノ
棚
田
へ
水
ヲ

モ
モ濯

ク
ニ
用
ユ
。

き
ざ

仁

、

楽
か
い
お
け

飼
桶

じ
る
し
ち
う

ハ
印
へ
籾

那

、

楽
モ
う
き

河
水
、
或
ハ
、
井
水
ヲ
綿
其
他
ノ
作
物

か
つ

こ
の

二
濯
注
ス
ル
ト
キ
、
擔
キ
、
此
器
ヲ
以
テ

は
な
は
ぺ
ん

散
布
ス
ル
時
ハ
甚
夕
便
ナ
リ
。

た
が
つ
り
て

杉
材
÷
ソ
一
ブ
之
二
嵐
(
筵
ヲ
巖
シ
、
釣
手
二

よ
う
き

,
、

箇
ヲ
付
ス
。
飼
牛
食
料
ヲ
与
フ
ル
要
器
二

す
い
じ
よ
う

シ
テ
、
別
二
垂
縄
ヲ
設
ケ
、

と
お

つ
り
さ

た
ん端

ヲ
通
シ
、
釣
下
ク
ル
ナ
リ
。

し
ち
と
い
た

答
器

知
頭

八
上
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『
島
根
県
内
農
具
図
解
』
解
説
本
文
篇
(
二
)

籾
箭
ハ
竹
ヲ
以
テ
製
ス
。
凡
(
凡
)
壱
尺
三
寸

楽
モ
も
う

モ
こ

四
方
ニ
シ
テ
、
粗
網
ヲ
以
テ
底
ヲ
作
ル
。米

ち
く

又
長
サ
ニ
尺
、
巾
一
尺
八
寸
ニ
シ
テ
、

き箕
ノ
如
ク
ニ
作
り
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
共
一
一

こ
ん
こ
う

わ

籾
卜
塵
ノ
混
交
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
分
ク
ル
ニ

用
ユ
。

二
四

ち
り
と
り

島
恥
"
サ

三
保
忠
夫

米
へ
ん
せ
い

米
ぱ
く

ち
り
と
り

画
拷
.
サ

も
く
ぱ
い
た
ん
ぽ

塵
取
ハ
、
が
鳳
ヲ
田
風
爾
)
二
入
レ
、

或

勢
竹
二
作
ル
。
深
五
寸
、
口
径
一
尺
八
寸
。

楽
ひ
ん
と
占
わ
か

綿
ノ
品
等
ヲ
分
ツ
器
ナ
リ
。

ハ
、
塵
芥
・
砂
石
ヲ
運
フ
器
ナ
リ
。

じ
ん
か
い
さ
せ
き

1
仁
力
)

口

蓙
採
ハ
、
跨
竹
ニ
テ
製
シ
、
馬
糞
ヲ
耕
地

楽
は
ん
ぱ
い

米
ピ
か
い

二
頒
配
シ
、
或
ハ
、
士
芥
ヲ
運
搬
シ
、
又

う
ん

ハ
、
枯
草
ヲ
運
移
ス
ル
ニ
用
ユ
。

も
み
ま
き
か
ご
、

籾
蒔
籠
六
分
ノ
一

米

き

へ
き
ち
く
お
よ
モ

粳
蒔
籠
へ
勢
竹
ニ
テ
作
リ
、
凡
籾
ハ
九

わ
き
ぱ
さ

な
え
し
ろ

升
ヲ
入
レ
、
之
ヲ
脇
狭
ミ
、
苗
代
二
水
ヲ

か
け
お

楽
ま
ん
ち
よ
う

は
ず

は
し
ゆ

掛
置
キ
、
満
漲
ノ
時
ヲ
外
シ
播
種
ス
。

た
ね
か
ご

種
謄
1

楽
ほ

莱
も
み
ふ
る
い

籾
箭

麥
卸
ハ
竹
ニ
テ
造
リ
、

ば
ふ
ん

邑
智

米
イ
じ
よ
う
ろ

上
漏
十
分
ノ

二
施
シ
、
提
携
ス
ル
ニ
便
ナ
ラ
シ
ム
。
麥

か

し
ゆ
く

は

救
ヲ
播
下
ス
ル
ト
キ
、
種
子
ヲ
入
ル
、
ニ

濠
ど
ぞ
く

ま
め
か
ご

用
ユ
。
土
俗
之
ヲ
豆
籠
卜
云
フ
。

臂
"
サ

楽
し
い
な
米
さ

枇
ヲ
去
ル
具
ナ
リ
。

ニ
タ

種
籠
ハ
、
作
物
ノ
種
子
ヲ
入
レ
、
播
種
ノ

も
ち
は
こ

際
、
持
運
フ
モ
ノ
ナ
リ
。

米
て
い
け
い

こ
し
か
ご

那

竹
ヲ
以
テ
造
リ
、
諸
物
ヲ
納
レ
、
脊
負
フ

器
ナ
リ
。

腰
籠
提
籠

さ
げ
か
ご

イ

出
雲

竹
ニ
テ
作
ル
。
高
一
尺
五
寸
、
口
径
二
尺
。

楽
ぺ
い
ほ
う

米
ヲ
米
苞
二
盛
ル
時
二
用
ヰ
ル
ナ
リ
。

米

口

鐵
ヲ
首
ト
ナ
シ
、
糠
ヲ
柄
ト
ナ
ス
。

腰
籠
ハ
、
勢
竹
ヲ
以
テ
編
製
シ
、
圃
ノ
雑、

草
ヲ
去
ル
時
、
或
ハ
、
其
他
ノ
物
品
ヲ
入

ル
、
二
用
ユ
。

*
さ
け
い
べ
ん

提
籠
ハ
物
品
ヲ
入
レ
テ
卿
ケ
ル
ニ
輯
便
ノ

器
ナ
リ
。

籠
ハ
竹
ヲ
以
テ
編
製
ス
。
一
局
サ
凡
ソ
ハ

寸
、
口
呈
(
僅
凡
ソ
三
寸
。
細
キ
麻
縄
ヲ
頸

べ
んー

く
じ
つ
ふ
る
い
く
於

麥
実
ヲ
箭
下

せ
お

ヒ
ノ

げ

146 145 144 143 142
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149
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148

楯出
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七
分
ノ

手゜
て

鉤き
全
上

147



イ
く
ち
ぽ
モ
モ
う
き

口
細
答
器

口
ま
る
か
ご

円
"

口
細
答
器
円
籠
ハ
、
共
二
跨
竹
ヲ
以
テ

モ
さ
モ

作
リ
、
殻
穀
)
物
・
疏
菜
ヲ
運
搬
ス
ル
器
ナ

ま
め
か
ご

豆
籠

荷
籠
ハ
菓
物
及
、
諸
物
品
ヲ
運
搬
ス
ル

二
用
ユ
。 く

だ
も
の

播
種
ノ
時
種
豆
ヲ
容
ル
、
器
ナ
リ
。

づ図
ノ
如
キ
木
製
ノ
器
ヲ
作
リ
、
綿
ヲ
円
木

は
さ
米
は
へ
い
楽

ノ
間
二
挿
ミ
、
把
柄
ヲ
回
転
シ
テ
実
卜
分

寓
(
壁
セ
シ
ム
ル
器
ナ
リ
。

綿
簀
十
五
サ

ヒ
ノ

た
ね
ま
め

ビ
と

き

米
た
わ
ら
あ
み

俵
編

綿
簀
ハ
、
実
綿
ヲ
擬
布
シ
、
乾
燥
ス
ル
モ

ぷ

ノ
ニ
テ
、
竹
ヲ
四
五
分
二
割
リ
、
皮
ヲ
表

ニ
ナ
シ
テ
編
作
ス
。

ヒ
ノ

米
さ
ね
わ
た
米
た
ん
ふ

注乃
「
禎
粁
」
は
、
て
こ
、
ま
た
、
て
こ
に
使
う
棒
。

「
平
偏
L
 
は
、
偏
平
の
状
態
を
い
う
。
図
で
は
、
平
た
く
細
長
く
と
が
っ
て

い
て
、
岩
根
の
問
隙
に
さ
し
こ
む
こ
と
が
で
き
る
。

「
石
碗
L
 
は
、
石
・
山
石
。
「
碗
」
は
、
多
く
の
石
の
あ
る
さ
ま
。

「
堀
起
L
 
は
、
岩
石
を
堀
り
起
こ
す
こ
と
。

袖
下
隅
に
、
二
字
分
位
の
墨
筆
の
片
鱗
を
留
め
る
が
、
判
尋
き
な
い
。

扉
鼠
」
は
、
も
ぐ
ら
。
も
ぐ
ら
も
ち
。
士
中
に
棲
息
し
て
昆
虫
や
ミ
ミ

ズ
な
ど
を
捕
食
す
る
が
、
畑
作
に
与
え
る
被
害
は
大
き
い
。

「
橘
木
」
は
、
か
し
の
木
。

袖
下
隅
に
文
晉
あ
る
が
、
戡
断
の
た
め
に
未
詳
。
あ
る
い
は
、
「
島
/
1
(
秋
)
/

1
(
意
)
」
で
あ
ろ
う
か
。
参
殿
、
Ⅲ
。
(
/
印
は
底
本
に
改
行
)

4
0

11

袖
下
隅
の
文
字
の
内
「
八
」
は
、
一
旦
、
「
入
」
と
書
い
て
、
こ
の
上
か

ら
「
八
」
と
重
ね
書
き
し
た
も
の
ら
し
い
。

「
鐵
条
」
は
、
鉄
の
棒
。

掘
鐶
」
は
、
鉄
条
の
恢
入
部
を
締
め
て
保
護
す
る
た
め
の
鉄
製
の
輪
。

「
堀
串
」
は
、
ふ
ぐ
し
(
農
具
便
利
論
、
中
)
。
万
葉
集
以
下
に
所
見
す
る

゛
)
、

簸
川
郡
斐
川
町
な
ど
の
出
雲
平
野
で
は
、
「
へ
ぐ
し
」
と
い
う
。

力
「
牛
房
L
 
は
、
牛
芽
(
キ
ク
科
の
二
年
草
)
。
根
菜
。

「
薯
蘓
」
は
、
な
が
い
も
、
や
ま
の
い
も
の
類
。
根
菜
。

「
田
畔
」
は
、
田
の
あ
ぜ
。
く
ろ
。
あ
ぜ
を
利
用
し
て
豆
類
を
栽
培
す
る
。

む
し
ろ
ば
た

莚
機
十
五
分
三

わ
た

え
ん
ぽ
く

ヒ
ノ

こ
も薦

ヲ
組
織
ス
ル
器
具
ナ
リ
。

ニ
テ
之
レ
ヲ
打
ナ
リ

一
九
九
五
年
三
月

ヒ
ノ

莚
、
或
ハ
、
叺
ヲ
組
織
ス
ル
ノ
機
ニ
シ

た
て

テ
、
莚
一
枚
ヲ
半
坪
ト
シ
、
其
竪
三
十
二

ち

條
、
則
、
六
十
四
條
ヲ
懸
ケ
、
訪
(
ヱ
サ

シ
)
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
藁
ヲ
引
訪
9
テ
)

う

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号

纂
か
わ
お
も
て

米
か
ま
す

二
五

那

は
た

米
か
ん
し
や

起
車
"
サ

ヒ
ノ

郡
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『
島
根
県
内
農
具
図
解
』
解
説
本
文
篇
(
二
)

「
撲
」
は
、
(
そ
の
農
具
で
)
打
つ
こ
と
、
う
ち
つ
け
る
こ
と
。
う
ち
つ
け
て

高
な
ご
え

あ
ぜ
に
小
穴
を
う
が
ち
、
播
種
し
て
い
く
。
穴
胞
を
施
す
に
も
用
い
る
。

袖
下
隅
の
文
字
は
、
戡
断
の
た
め
に
は
っ
き
り
し
な
い
。

「
半
懸
」
の
読
み
方
未
詳
。
今
、
仮
に
読
む
。

「
礫
地
」
は
、
小
石
の
多
く
ま
じ
っ
た
土
地
。
礫
土
。

「
連
環
」
は
、
大
小
二
つ
の
鉄
輪
を
つ
ら
ね
た
も
の
。

袖
下
隅
の
「
八
」
字
の
右
半
分
は
切
除
さ
れ
て
い
る
。
今
A
八
東
」
と
試

読
す
る
。
但
し
、
「
東
」
字
存
疑
。

「
持
手
」
は
、
に
ぎ
り
(
握
)
の
部
分
を
い
う
。

「
釿
」
は
、
て
お
の
ぐ
わ
(
釿
鍬
)
の
こ
と
。
刃
の
巾
が
狭
く
、
狭
い
場

所
で
士
を
打
っ
た
り
、
穴
を
あ
け
て
肥
料
を
入
れ
た
り
す
る
た
め
に
用
い
る
。

「
救
類
」
は
、
豆
の
仲
間
。
豆
類
は
大
き
く
耕
さ
な
く
て
も
よ
く
育
つ
。

袖
下
隅
の
「
邑
」
字
は
、
左
三
分
一
が
残
存
。
「
1
」
部
は
、
右
の
釘
に
同
様

で
あ
る
か
ら
、
文
字
を
省
略
す
る
と
の
意
か
。

ケ
イ

「
鐸
鎌
」
の
読
み
方
未
^
。
「
鐸
」
は
、
^
一
^
が
か
ぎ
型
に
曲
っ
た
か
ま
。

ケ
イ

木
や
草
を
引
き
か
け
る
よ
う
に
し
て
刈
る
。
「
鏗
」
に
同
じ
。

「
屈
鉤
」
は
、
尖
端
が
か
ぎ
型
に
曲
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

袖
下
隅
の
「
仁
L
 
字
は
、
右
半
分
切
除
さ
れ
て
い
る
。
今
、
推
読
す
る
。

「
木
伐
」
の
読
み
方
未
詳
。
あ
る
い
は
、
音
を
用
い
る
か
。

「
蔓
楮
鎌
L
 
の
読
み
方
未
詳
。
楮
な
ど
を
刈
り
取
る
場
合
に
使
用
す
る
も

の
ら
し
い
。
「
楮
L
 
は
、
こ
う
ぞ
(
ク
ワ
科
の
落
葉
濯
木
)
。
自
生
栽
培
と

も
に
ょ
く
育
ち
、
和
紙
、
ま
た
、
衣
料
の
材
料
と
す
る
。
津
和
野
で
は
紙
を

よ
く
産
し
た
0

「
苅
(
刈
)
薙
L
 
は
、
か
り
、
な
ぐ
こ
と
。

三
保
忠
夫

ニ
ナ

「
鳶
斧
」
は
、
尖
端
部
が
ト
ビ
(
鳶
)
の
口
ぱ
し
の
よ
う
に
鋭
く
曲
っ
て

い
る
斧
。
類
似
し
た
も
の
に
"
と
び
な
た
」
(
『
日
原
の
民
俗
資
料
』
、
九
0
頁
)

が
あ
る
が
、
形
態
は
同
じ
で
な
い
。

「
用
ヒ
」
は
「
用
フ
」
の
誤
写
か
、
あ
る
い
は
、
後
続
部
の
脱
落
か
。

「
杣
人
L
 
は
、
木
材
の
切
り
出
し
、
搬
出
を
す
る
人
々
。

(
ゆ
る
く
)
曲
げ
る
こ
と
。

、

「
巻
曲
シ
L

は

「
^
^
」
は
、
^
に
さ
し
、
お
び
る
こ
と
。

「
割
剖
」
は
、
わ
っ
た
り
切
り
開
い
た
り
す
る
こ
と
。

「
錘
L
 
と
「
鎌
」
と
は
、
用
途
を
異
に
す
る
。
前
者
は
、
薄
刃
の
軽
い
草

刈
鎌
の
類
(
薄
鎌
)
を
い
う
。
後
者
は
、
小
柴
・
薪
木
を
伐
採
す
る
た
め
の

厚
刃
の
か
ま
で
あ
る
。
と
も
に
、
柄
(
に
ぎ
り
)
は
、
丸
い
棒
状
の
も
の
で

な
く
、
四
面
体
(
厚
板
)
様
の
棒
状
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
握
り
方
や

刃
先
の
運
び
が
安
定
し
や
す
い
と
の
利
点
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
か
ま
は
、
か
つ
て
は
、
鍛
冶
屋
で
刃
部
を
作
っ
て
も
ら
い
、
柄
は
自
分
で

作
っ
た
と
い
う
。

き
た

「
鍛
錬
鎌
」
は
、
ふ
っ
う
の
鉄
を
打
ち
鍛
え
て
作
っ
た
刃
鎌
。

"
適
意
一
工
疋
厶
」
と
は
、
柄
の
長
短
を
い
う
。

「
鋼
」
は
、
は
が
ね
。
鋼
鉄
。
適
量
の
炭
素
を
含
み
、
強
靱
性
に
優
れ
て
い

て
刃
物
の
刃
先
に
用
い
る
。
鎌
身
(
鎌
の
地
鉄
)
に
は
鉄
を
用
い
る
。

卯
「
栗
」
と
は
、
栗
材
を
い
う
。
ク
リ
(
、
フ
ナ
科
)
の
材
は
、
堅
く
、
耐
朽

性
・
保
存
性
に
富
み
、
水
湿
に
耐
え
る
特
性
が
あ
る
。
鎌
の
柄
に
適
し
て
い

る
0「

罰
黍
」
は
、
も
ろ
こ
し
(
イ
ネ
科
の
一
年
草
一
名
、
も
ろ
こ
し
き
び
、

た
か
き
び
)
の
漢
名
。
製
粉
し
て
、
も
ろ
こ
し
だ
ん
ご
、
も
ろ
こ
し
も
ち
な

85 84 83 82 81 80 79 78
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ど
の
材
料
と
す
る
。

「
玉
罰
黍
」
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
(
イ
ネ
科
の
一
年
草
一
名
、
と
う
き
び
、

な
ん
ば
ん
)
の
漢
名
。

「
菜
種
」
は
、
あ
ぶ
ら
な
(
ア
ブ
ラ
ナ
科
)
。
二
年
草
。
田
の
肥
料
と
も
な

り
、
こ
の
^
子
か
ら
は
な
た
ね
油
を
と
る
。

「
鎌
巻
」
は
、
図
に
ょ
る
と
、
布
か
皮
革
か
の
用
材
を
編
ん
で
(
平
組
)

作
っ
た
も
の
ら
し
い
。
持
ち
運
び
の
際
の
事
故
を
防
ぐ
の
で
あ
る
が
、
こ
う

し
た
特
製
品
で
な
く
て
も
、
藁
や
布
な
ど
を
刃
先
の
方
か
ら
柄
の
方
へ
向
け

て
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
く
こ
と
も
行
わ
れ
た
。

袖
下
隅
の
文
一
言
の
一
{
子
目
は
、
戡
断
に
ょ
り
未
詳
。
鋭
い
筆
先
で
、
第
一
画

目
は
三
水
偏
の
第
一
画
の
よ
う
に
も
み
ぇ
る
が
、
「
汗
」
字
よ
り
も
「
知
」
字

の
初
画
に
、
よ
り
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
一
早
刈
水
筒
」
は
、
竹
筒
に
栓
を
施
し
た
も
の
。
み
ず
だ
る
。
草
刈
水
筒

も
、
次
の
砥
入
も
、
主
に
鎌
を
と
ぐ
(
磨
)
た
め
の
携
帯
用
具
で
あ
る
。
鎌

か
み
モ
リ

は
、
始
終
と
い
で
、
剃
刀
の
刃
の
よ
う
に
し
て
用
い
る
。
手
早
く
上
手
に
刃

を
こ
し
ら
え
る
人
は
、
仕
事
も
早
い
。

み
力

「
砥
入
L
 
の
「
砥
L
 
は
と
い
し
(
砥
石
)
。
鎌
鉈
、
斧
な
ど
の
刃
物
を
研

と

き
磨
ぐ
石
。
荒
砥
中
砥
仕
上
げ
砥
な
ど
を
使
い
分
け
て
と
ぐ
。

「
鼬
水
車
L
 
は
、
水
力
(
水
流
)
を
利
用
し
て
低
所
か
ら
高
所
に
水
を
汲

み
上
げ
る
水
車
。
揚
水
車
と
も
。
「
鼬
L
 
は
、
も
と
、
風
が
飛
揚
す
る
意
で
、

物
が
(
上
に
)
あ
が
る
こ
と
、
ま
た
、
あ
げ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

「
小
厘
」
は
、
小
さ
い
箱
。
複
数
の
小
箱
を
装
置
す
る
。

「
筧
」
は
、
地
上
に
か
け
わ
た
し
、
用
水
を
導
く
竹
製
・
木
製
の
と
い

(
樋
)
。
と
い
を
か
け
て
水
を
導
く
し
か
け
。
か
け
と
い
。
掛
け
渡
し
井
。

鮖
「
踏
車
」
と
の
名
称
、
ま
た
、
そ
の
図
解
(
「
踏
車
全
図
」
)
、
そ
の
使
用
図

(
「
右
ふ
ミ
車
に
て
水
を
揚
る
図
」
)
、
ま
た
、
分
解
図
な
ど
が
農
具
便
利
論

(
下
、
十
一
ウ
S
十
三
オ
)
に
も
掲
出
さ
れ
、
「
0
五
尺
の
車
に
て
ふ
め
バ
一

羽
に
て
水
四
五
升
づ
っ
ハ
あ
が
る
な
り
 
0
高
田
ニ
ハ
車
を
ニ
ツ
も
三
ツ
も

つ
ぎ
て
用
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
早
水
L
 
は
、
ふ
つ
う
、
ひ
で
り
と
洪
水
と
を
い
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、

必
要
な
農
業
用
水
の
得
ら
れ
な
い
、
ひ
で
り
を
意
味
し
て
い
る
。

「
田
面
L
 
は
、
水
田
の
お
も
て
。
た
の
お
も
。
た
も
。
ま
た
、
た
づ
ら
。

袖
下
隅
の
二
字
は
、
右
半
分
が
切
除
さ
れ
て
い
る
。
今
、
試
読
す
る
。

こ
の
丁
に
は
、
水
揚
踏
車
(
鮖
)
を
実
際
に
使
用
し
て
い
る
図
が
示
さ
れ

て
い
る
。
農
具
便
利
論
(
既
掲
餌
)
に
お
け
る
図
解
と
類
似
し
て
い
る
。

袖
下
隅
の
文
字
は
、
戡
断
に
ょ
り
不
詳
。

櫛
丁
ウ
は
空
白
。

「
水
踏
車
」
と
は
、
揚
水
用
の
踏
車
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

「
惣
体
」
は
、
水
踏
車
の
す
べ
て
の
部
分
。
全
体
。

「
早
賊
」
は
、
農
業
に
水
が
必
要
と
さ
れ
る
夏
季
に
お
け
る
ひ
で
り
。

袖
下
隅
に
、
墨
筆
の
片
鱗
あ
り
。
不
詳
。

「
水
升
車
」
は
、
水
車
の
車
輪
に
揚
水
用
の
水
升
を
つ
け
た
も
の
。

「
水
反
」
は
、
隠
岐
の
「
水
突
き
」
に
同
様
の
も
の
ら
し
い
。
鎗
桶
と
も

い
う
。
人
は
柄
を
握
っ
て
前
後
に
円
孤
運
動
を
行
い
な
が
ら
、
水
す
く
い

.

突
き
出
し
の
行
為
を
繰
り
返
す
。
簡
易
な
揚
水
方
法
で
あ
る
(
庄
司
英
信
著

『
揚
水
機
と
濯
瀛
・
排
水
』
、
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
刊
、
養
賢
堂
)
。

袖
下
隅
の
二
字
は
、
右
半
分
、
お
よ
び
、
第
二
字
目
の
下
方
が
戡
断
さ
れ
て

る
が
、
今
、
「
ヲ
キ
」
と
推
読
す
る
。

い

二
七

一
九
九
五
年
三
月

山
陰
地
域
研
究
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伝
統
文
化
)
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三
号
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『
島
根
県
内
農
具
図
解
』
解
説
本
文
篇
(
一
マ

「
水
揚
筒
」
の
読
み
方
未
詳
。

「
抽
押
筒
L
 
の
読
み
方
末
詳
。

「
棚
田
」
は
、
山
腹
な
ど
の
傾
斜
地
を
耕
し
、
階
段
状
に
作
っ
た
田
。

「
一
屏
斗
」
は
、
農
夫
が
水
を
汲
む
器
具
。
使
用
方
法
が
則
に
示
さ
れ
て
い

配

る
。
農
政
全
晝
水
利
に
、
「
雇
斗
、
廻
水
之
器
其
制
用
二
笆
斗
一
両
辺

各
撃
二
双
鞭
両
人
対
立
型
"
引
"
水
上
"
岸
以
潭
田
。
」
と
み
ぇ
る
。
こ

れ
は
、
二
人
が
か
り
で
縄
付
き
の
器
を
用
い
た
例
で
あ
る
。
和
船
の
あ
か
水

を
排
水
す
る
に
も
用
い
ら
れ
た
(
和
漢
船
用
集
)
。
古
来
、
こ
れ
を
「
ス
ッ
ポ

ン
L
 
と
称
す
る
の
は
、
こ
れ
を
用
い
る
際
に
発
す
る
音
に
ち
な
む
の
で
あ
ろ

ス
ツ
ホ
ン

う
か
。
白
尾
国
桂
著
成
形
図
説
(
一
八
0
一
年
)
、
十
二
に
は
、
「
鼈
車
は
山

こ

陽
道
わ
た
り
に
て
水
田
に
用
ふ
る
器
な
り
(
略
)
L
と
み
ぇ
る
。
な
お
、
「
扉
」

は
、
水
を
汲
み
出
す
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
器
。
日
本
で
は
、
か
つ
て
、
こ
れ

を
「
ゆ
と
り
(
湯
取
り
)
」
と
も
称
し
た
(
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
)
。
「
斗
」

す
つ
ぽ
ん

は
、
ま
す
、
と
ま
す
。
ま
た
、
ひ
し
ゃ
く
の
類
。
"
鼈
」
は
、
ス
ッ
ポ
ン
科

の
淡
水
産
カ
メ
。

鵬

「
水
機
笛
L
 
の
「
笛
」
は
、
竹
の
つ
っ
。
管
。

「
活
塞
」
は
、
ピ
ス
ト
ン
の
こ
と
。
以
下
、
誤
脱
あ
る
せ
い
か
、
難
解
。

「
丁
」
に
つ
き
、
図
の
中
に
該
当
す
る
表
示
(
箇
所
)
が
な
い
。
欠
脱
か
。

あ
る
い
は
、
今
の
「
丙
L
 
は
「
丁
」
の
誤
写
で
、
笛
の
上
口
部
が
「
丙
」
に

相
当
す
る
か
。

べ
ん

「
舌
」
は
、
図
の
中
の
乙
部
の
弁
を
い
う
。
水
に
ょ
っ
て
押
し
開
か
れ
る
。

「
高
底
L
 
は
、
地
上
の
高
い
と
こ
ろ
と
水
底
と
の
意
。

蝋
呪
の
用
具
の
使
用
図
で
あ
る
。
使
用
者
は
、
田
を
背
に
し
て
畦
に
立
ち
、

用
水
路
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
る
。
吐
き
出
さ
れ
た
水
は
、
畦
上
を
伝
っ
て
田

三
保
忠
夫

面
に
流
入
す
る
。
畦
の
上
面
は
、
む
し
ろ
で
覆
わ
れ
、
保
護
さ
れ
て
い
る
。

則
丁
ウ
は
、
空
白
。

「
把
」
は
、
動
詞
で
は
、
と
る
、
も
つ
、
に
ぎ
る
、
と
い
っ
た
意
味
を
も

つ
が
、
こ
こ
は
、
は
く
(
吐
き
出
す
)
の
宛
字
で
あ
ろ
う
か
。

「
刈
稲
等
ヲ
:
:
:
」
と
は
、
稲
刈
り
の
時
に
も
水
の
落
せ
な
い
よ
う
な
田
(
沼

田
、
み
ず
た
、
深
田
)
な
ど
で
、
刈
り
取
っ
た
稲
等
を
水
に
ぬ
ら
さ
な
い
よ

う
に
、
田
船
で
田
中
を
引
き
運
ぶ
、
と
の
文
意
で
あ
る
。
以
下
の
、

鄭
、
獅

、

Ⅲ
の
「
田
舟
」
「
一
田
舟
」
も
、
同
様
の
用
途
に
あ
る
。

、

山
、
Ⅲ

、

「
苗
舟
」
と
は
い
い
な
が
ら
、
田
舟
と
区
別
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

,
稲
苗
ノ
」
の
,
ノ
、
は
、
目
的
格
を
示
す
用
法
で
、
格
助
詞
"
ヲ
」
に
相

当
す
る
。
山
に
類
例
が
あ
る
。

「
堆
積
シ
」
は
、
田
舟
に
刈
稲
を
(
う
ず
高
く
)
積
み
重
ね
る
こ
と
。

袖
下
隅
に
墨
筆
の
一
部
を
残
す
が
、
戡
断
の
た
め
に
未
詳
。
だ
が
、
次
の
醐

か
ら
す
れ
ぱ
、
こ
こ
に
は
「
オ
キ
」
の
二
字
が
あ
っ
た
も
の
か
。

袖
下
隅
に
は
文
字
は
な
い
。
既
に
戡
断
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

但
し
、
図
の
中
に
「
隠
岐
国
」
と
の
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
糞
士
」
は
、
肥
料
や
泥
土
な
ど
を
い
う
。

た
た

「
水
ヲ
湛
へ
」
と
は
不
整
表
現
の
よ
う
で
、
水
を
ひ
た
ひ
た
に
湛
え
た
水

た
づ
ら

田
に
お
い
て
、
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
水
田
に
適
量
の
水
を
引
く
と
、
田
面
の

た
か
ひ
く

高
下
が
目
立
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
田
舟
を
使
っ
て
、
士
の
余
っ
て
い
る
高

所
の
士
を
士
の
不
足
し
て
い
る
低
所
へ
移
す
の
で
あ
る
。

「
廊
隆
」
は
、
田
面
や
士
地
な
ど
の
高
低
あ
る
さ
ま
を
い
う
。

「
均
平
」
は
、
ひ
と
し
く
な
ら
す
こ
と
0

袖
下
隅
の
、
「
ア
L
 
字
の
右
は
既
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
も

Ⅲ

、、
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と
、
「
シ
」
字
が
存
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
泥
悼
」
は
、
田
面
が
ぬ
か
る
ん
で
い
る
こ
と
。
「
悼
」
は
、
ぬ
か
る
み
。

ぬ
か
る
ん
だ
ど
ろ
。

「
田
植
太
皷
L
 
に
つ
い
て
は
、
石
塚
尊
俊
編
『
出
雲
隠
岐
の
民
具
』
(
昭
和

十
六
年
五
月
刊
、
慶
友
社
、
-
 
0
四
頁
)
、
そ
の
他
を
参
照
の
こ
と
。

「
鳴
子
L
 
に
つ
き
、
『
兵
庫
県
農
具
図
解
』
巻
一
に
「
な
り
こ
」
と
み
ぇ
る
。

「
禽
獣
」
は
、
と
り
や
け
だ
も
の
。
ス
ズ
メ
・
カ
ラ
ス
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
。

「
防
禦
」
は
、
害
を
ふ
せ
ぎ
、
農
作
物
を
守
る
こ
と
。

袖
下
隅
の
文
字
は
、
一
部
戡
断
さ
れ
て
い
る
が
、
「
島
1
L
字
か
と
推
測
さ
れ

る
。
左
側
の
二
本
の
「
1
」
は
、
従
っ
て
、
「
秋
鹿
」
「
意
宇
」
の
二
郡
を
意

味
し
よ
う
。
参
照

4
0

7

「
稲
架
」
の
読
み
方
未
詳
。
語
そ
の
も
の
は
、
は
で
(
雲
伯
地
方
な
ど
)
、

い
な
き
(
琵
琶
湖
西
岸
か
ら
因
幡
地
方
な
ど
)
、
ま
た
、
い
な
は
で
、
は
さ
、

を
い
う
。
参
照
、
浅
野
明
「
稲
干
し
の
斜
め
稲
架
に
つ
い
て
L
(
『
民
具
マ
ン

ス
リ
ー
』
、
第
二
六
巻
第
五
号
、
一
九
九
三
年
八
月
)
。

「
苅
稲
ノ
」
の
「
ノ
」
は
目
的
格
を
示
す
。
参
照
、

鄭
0

「
杭
木
L
 
は
、
架
子
(
横
竹
)
を
わ
た
す
く
い
。
は
で
ぐ
い
。

「
蕎
」
字
の
下
部
「
回
L
 
は
、
底
本
「
田
L
 
と
あ
る
が
、
今
、
訂
し
た
。

「
笂
L
 
は
、
麦
稲
を
か
け
る
た
め
、
横
に
わ
た
し
た
竹
竿
の
列
。
横
の
竹
。

屋
杖
」
は
、
藁
葺
き
屋
根
を
組
み
支
え
る
竹
・
木
材
ま
た
、
そ
の
構
成
。

「
結
構
」
は
、
杭
や
竹
竿
を
組
み
立
て
る
こ
と
。

「
風
乾
L
 
は
、
通
風
に
ょ
っ
て
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。

袖
下
隅
の
「
久
米
/
河
村
」
は
、
「
鹿
足
郡
」
の
上
部
に
小
字
で
割
り
書
き
並

記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
「
鹿
足
」
の
二
字
は
「
1
」
線
に
ょ
り
抹
消
。

二
九

「
馬
耗
」
は
、
ま
ぐ
わ
。
参
更
Ⅱ
、
ま
た
、
那
。

「
田
鞍
、
は
、
「
尻
架
」
(
N
)
参
照
。

「
兼
用
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
は
、
こ
れ
は
農
耕
用
の
も
の
で
あ
っ
て
、
運
搬
用

に
用
い
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
意
。

「
糞
肥
」
は
、
肥
料
と
な
る
牛
馬
糞
人
糞
な
ど
を
い
う
。

袖
下
隅
に
墨
筆
の
一
部
を
残
す
が
、
全
く
不
詳
。

「
率
」
は
、
ひ
き
い
る
、
の
意
味
を
表
わ
す
文
字
で
あ
る
が
、
今
、
「
牽
」

に
通
じ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。

「
織
」
は
、
お
も
が
い
。
下
の
解
説
本
文
L
 
に
「
俗
ニ
オ
モ
ガ
イ
ト
云

フ
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
「
標
題
」
は
音
読
み
と
し
た
。

「
索
ヒ
」
は
、
な
わ
を
な
う
こ
と
0

ひ
ろ

「
三
尋
」
の
「
尋
」
は
、
左
右
に
ひ
ろ
げ
た
両
手
の
手
先
と
手
先
と
の
間
の

距
離
。

「
耕
ス
時
ハ
・
・
・
・
・
・
」
と
は
、
耕
作
時
は
一
丈
四
尺
の
縄
長
と
し
、
運
搬
時
は

四
尋
か
ら
四
尋
半
の
そ
れ
と
す
る
、
と
の
意
。

「
負
擔
」
は
、
牛
の
背
に
荷
を
お
わ
せ
る
こ
と
。

,
剛
柔
」
は
、
牛
の
体
力
の
強
い
、
弱
い
を
い
う
。

「
オ
モ
ガ
イ
L
 
は
、
「
お
も
が
き
(
面
懸
面
繋
)
L
 
の
イ
音
便
。
牛
や
馬
を

操
作
す
る
た
め
、
そ
の
頭
部
、
面
部
に
懸
け
る
紐
・
革
等
に
ょ
る
装
具
。

「
牛
泰
」
は
、
牛
の
鼻
孔
に
付
す
鼻
輪
。
鼻
木
。
は
な
ぐ
り
。
「
泰
」
と
「
鼻

通
し
」
と
か
ら
成
る
。

「
方
一
言
チ
チ
ャ
ノ
木
」
は
、
未
勘
。
片
仮
名
の
二
字
目
は
右
に
小
さ
く
「
チ
」

と
あ
る
0

「
連
属
ス
」
は
、
つ
ら
ね
て
一
体
の
も
の
と
す
る
、
の
意
か
。

一
九
九
五
年
三
月

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号
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『
島
根
県
内
農
具
図
解
』
解
説
本
文
篇
(
一
マ

'
通
シ
」
は
、
牛
の
鼻
孔
に
と
お
す
曲
り
木
。
『
兵
庫
県
農
具
図
解
』
巻
三

ざ
く
ろ

に
は
、
「
牛
鼻
木
牛
の
鼻
に
貫
く
な
り
。
曲
木
は
榁
の
木
を
も
っ
て
す
る
を

よ
し
と
す
0
」
と
あ
る
。

「
腹
帯
」
は
、
は
る
び
、
と
も
い
う
。

「
油
筒
」
は
、
用
途
が
、
今
一
っ
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
あ
る
い
は
、
早

朝
や
夕
方
な
ど
の
作
業
に
お
け
る
防
虫
(
、
フ
ヨ
・
蚊
)
に
用
い
た
か
。

「
勇
竹
」
は
、
さ
き
わ
っ
た
竹
。
こ
の
他
は
、
多
く
、
内
側
の
肉
を
そ
ぎ
落

し
て
使
う
。

「
田
埜
」
の
「
埜
」
は
、
「
野
」
字
の
古
文
(
古
い
字
体
)
。

厘
子
」
は
、
上
か
ら
下
へ
お
さ
え
て
切
断
す
る
鉄
の
棒
。

「
汚
稿
類
」
は
、
ど
ろ
で
ょ
ご
れ
た
ま
ま
の
わ
ら
、
い
ね
、
ひ
た
き
(
此
木
草
)

)し

な
ど
。
「
^
し
は
「
稾
(
わ
ら
^
」
に
同
じ
。

「
秣
」
は
、
牛
・
馬
に
与
え
る
草
。
飼
料
。

「
飼
桶
L
 
は
、
飼
葉
桶
(
飼
馬
桶
)
。
山
陰
で
は
、
ま
ぐ
さ
お
け
、
だ
お
け

(
駄
桶
)
、
だ
い
お
け
、
は
ん
ぎ
り
、
な
ど
と
称
さ
れ
る
。

「
竹
筵
」
は
、
竹
の
た
が
。
竹
を
割
り
(
あ
る
い
は
、
鉄
銅
の
線
条
な
ど
で
)

た
が
ね
た
輪
。
梗
樗
そ
の
他
の
器
に
は
め
、
外
側
か
ら
堅
く
締
め
つ
け

た
り
、
^
を
束
ね
た
り
す
る
の
に
用
い
る
。

と
り
お
け

「
釣
桶
」
は
、
取
桶
(
一
名
ふ
り
つ
る
べ
)
(
農
具
便
利
論
、
下
)
の
類
で

あ
る
0「

綿
水
汲
擔
桶
」
は
、
「
水
か
き
桶
t
器
死
」
(
農
具
便
利
論
、
中
)
、
,
底

あ
な
を
け

穴
桶
」
(
綿
圃
要
務
)
と
称
さ
れ
る
類
で
あ
る
。
山
陰
で
は
、
み
ず
く
み
た
が

(
伯
耆
の
民
具
ご
よ
み
)
、
す
っ
ぽ
ん
た
が
(
出
雲
民
芸
館
)
な
ど
、
大
阪
で

み
ず
ご
し
た
ん
ご

は
「
水
漉
擔
桶
L
(
西
成
郡
)
な
ど
と
称
さ
れ
る
。

三
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「
井
水
」
は
、
井
戸
水
。

「
答
器
L
 
は
、
主
に
、
竹
製
の
ざ
る
。
山
陰
で
は
、
さ
ー
き
、
そ
ー
け
、

な
ど
と
し
う

「
籾
箭
」
は
、
^
に
、
と
ー
し
、
と
も
い
う
0

あ
み

「
粗
網
」
は
、
目
の
あ
ら
い
網
。
こ
れ
は
、
全
体
が
竹
を
も
っ
て
作
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
ふ
る
い
そ
の
も
の
と
し
て
は
、
ふ
ち
に
曲
げ
物
を
用
い
、

網
部
を
細
い
藤
蔓
麻
糸
で
組
み
、
あ
る
い
は
、
竹
の
下
骨
に
ぬ
い
穂
縄
を

組
ん
だ
も
の
な
ど
も
あ
り
(
耕
稼
春
秋
)
、
そ
の
後
は
金
網
に
ょ
る
も
の
も

あ
っ
た
。
そ
の
用
途
・
形
態
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

み

"
竹
箕
」
は
、
竹
製
の
箕
。
穀
類
を
入
れ
、
こ
れ
を
あ
お
る
と
、
風
に
ょ
っ

か
ら

ち
り

て
殻
や
塵
な
ど
の
軽
微
な
不
純
物
が
除
去
さ
れ
る
。
使
用
方
法
は
、
脇
参
照
。

袖
下
隅
に
一
{
子
あ
る
ら
し
い
。
右
半
分
切
れ
て
い
て
不
詳
だ
が
、
残
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
漢
{
子
の
「
人
」
偏
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
頒
配
」
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
分
ち
く
ぱ
る
こ
と
。

「
土
芥
」
は
、
つ
ち
や
ご
み
。

「
満
漲
」
は
、
苗
田
に
水
を
い
っ
ぱ
い
に
は
っ
た
状
態
を
い
う
。

袖
下
隅
に
二
字
分
位
の
墨
筆
痕
が
あ
る
が
、
末
詳
。

「
編
製
」
は
、
竹
製
品
が
跨
竹
(
参
照
、
 
W
)
を
交
互
に
編
ん
で
作
ら
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
の
用
語
で
あ
ろ
う
。

「
提
携
」
は
、
手
に
さ
げ
た
り
身
に
た
ず
さ
え
た
り
す
る
こ
と
。

「
麥
姦
」
は
、
む
ぎ
や
ま
め
の
類
。

「
土
俗
L
 
は
、
そ
の
士
地
の
人
ま
た
、
そ
の
な
ら
わ
し
(
風
俗
習
慣
)
。

「
上
漏
」
は
、
じ
ょ
う
ご
(
漏
斗
)
に
同
じ
。
た
わ
ら
じ
ょ
う
ご
。
も
み

じ
ょ
う
ご
。
上
部
は
大
口
で
下
部
は
細
い
小
口
と
な
っ
て
い
て
、
穀
物
・
茶

.

三
0
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粉
物
な
ど
を
小
容
器
に
注
ぎ
入
れ
る
の
に
用
い
る
。
『
兵
庫
県
農
具
図
解
』
巻

「
じ
ょ
う
ご
」
、
『
愛
媛
県
農
具
図
譜
』
二
号
に
「
漏
斗
」
と
し
て
み
ぇ
、

1
斐
川
中
央
公
民
館
の
民
俗
資
料
収
蔵
庫
広
瀬
町
立
民
俗
資
料
館
収
蔵
庫
に

も
同
様
の
じ
ょ
う
ご
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

「
手
鉤
」
は
、
^
^
を
か
つ
ぎ
あ
げ
た
り
、
^
し
た
り
す
る
折
に
用
い
る
。

「
米
苞
」
は
、
籾
や
米
を
い
れ
る
た
わ
ら
つ
づ
み
。
米
だ
わ
ら
。
わ
ら
つ
と
。

「
苞
」
は
、
わ
ら
な
ど
を
束
ね
て
物
産
を
包
ん
だ
も
の
。

「
榛
L
 
の
読
み
方
末
詳
。
 
U
に
お
け
る
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
綿
卸
」
は
、
『
兵
庫
県
農
具
図
解
』
巻
一
に
、
「
わ
た
よ
り
か
ご
し
と
し
て

み
ぇ
る
。

「
二
」
は
「
ニ
テ
」
と
あ
り
た
い
0

「
品
等
」

(
綿
の
)
品
質
等
級
の
意
。

、

は

「
麥
卸
」
は
、
柳
お
ろ
し
、
種
ど
お
し
(
た
ね
と
ー
し
」
の
類
。

「
紕
」
は
、
皮
ば
か
り
で
、
実
の
は
い
っ
て
い
な
い
穀
物
を
い
う
。

「
去
」
は
、
原
本
に
「
枩
L
 
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
去
」
の
本
字
と
い
う
(
上

田
万
年
、
他
編
『
新
大
字
典
』
、
講
談
社
)
。

「
圃
L
 
は
、
菜
園
畑
。

「
テ
」
は
、
右
に
小
さ
く
補
入
さ
れ
て
い
る
。

「
赴
車
」
は
、
綿
繰
器
で
、
さ
ね
く
り
、
み
く
り
、
み
と
り
、
ろ
く
ろ
等

と
称
さ
れ
る
。

「
把
柄
」
は
、
取
手
(
と
っ
て
)
、
ま
た
、
に
ぎ
り
(
握
)
。

「
実
ト
:
:
・
・
」
は
、
白
い
綿
毛
を
円
木
に
く
わ
せ
て
い
く
と
、
そ
の
中
の
種

子
が
手
元
に
残
る
こ
と
を
い
う
。

「
綿
簀
」
は
、
『
兵
庫
県
農
具
図
解
』
巻
一
に
「
わ
た
ほ
し
し
と
し
て
み
ぇ

る
。

「
実
綿
」
は
、
綿
毛
の
中
に
、
ま
だ
種
子
が
入
っ
た
ま
ま
の
も
の
。
種
子

を
除
去
し
た
も
の
を
「
く
り
わ
た
(
繰
綿
)
」
と
い
う
。

し

「
擬
布
シ
L
 
の
上
字
存
疑
。
「
擬
」
は
、
手
で
布
く
、
ち
ら
丈
の
意
。

「
皮
ヲ
」
は
、
竹
の
表
皮
(
外
側
)
を
い
う
。
参
照
呪
(
勢
竹
)
。
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「
俵
編
L
 
は
、
『
兵
庫
県
農
具
図
解
』
巻
一
に
「
こ
ば
し
ま
た
」
と
し
て
み

え
る
0「

叺
」
は
、
わ
ら
む
し
ろ
を
二
っ
に
折
り
、
左
右
の
両
へ
り
を
縄
で
縫
い

と
じ
て
作
っ
た
袋
。
穀
物
・
塩
・
石
灰
・
肥
料
・
干
魚
な
ど
を
入
れ
た
。

[
付
記
ゼ
標
題
L
、
ま
た
A
解
説
本
文
、
の
中
の
語
句
に
つ
ミ
そ
の
読
み
方

に
迷
う
こ
と
が
多
い
。
生
硬
な
漢
語
も
あ
れ
ば
、
日
常
的
な
和
語
の
漢

字
表
記
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
、
日
常
的
に
常
用
さ
れ
て
い
る
語
句

そ
の
も
の
、
用
具
名
そ
の
も
の
の
表
記
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ

れ
を
専
門
的
に
言
い
換
え
た
抽
象
的
な
用
語
で
あ
る
の
か
、
判
断
で
き

な
い
^
^
口
も
^
ノ
な
く
な
い
。
^
^
の
^
^
導
を
い
た
だ
き
た
い
。

(
正
誤
)
前
稿
(
こ

「
牛
に
」

8
丁

「
牛
二
」

即
ペ
ー
ジ
下

↓

「
牛
二
」

「
牛
に
」

9
丁

同

く
ち
か
゛
」

く
ち
゛
」

U
丁

「
口
牲
屯
」

「
口
篭
」

飢
ペ
ー
ジ
上

「
或
ハ
」

「
或
は
」

舒
丁

詑
ペ
ー
ジ
下

↓

ー
ノ
、

.

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
一
石
ぢ

一
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九
五
年
三
月
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